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■商業魅力の向上や集積により、誰もが訪れやすい環境整備を進め、人々が回遊するまちを目指す。 
 ⇒主要事業：①キャスティ21エントランスゾーン整備、②地下街改修、③新駅ビル整備、 
              ④西二階町コミュニティホール活用、⑤にぎわい交流施設整備（「街の駅」建替え） 
■街なかの利便性や居住環境の向上等で、魅力を高めることにより、人々が暮らしたくなるまちを目指す。 
 ⇒主要事業：⑥駅南土地区画整理事業、⑦ （仮称）姫路市立総合教育センター整備 

姫路市（近畿圏ブロック） 
 

【計画期間 21年12月～27年3月】 

○歩行者・自転車通行量 

  H11:88,962人 → H21:74,635人（▲約16％） 

○空き店舗数 

  H15：33店舗 → H21：40店舗（約21％増） 

○居住者数  

  H10：9,283人 → H21：8,341人（▲約10％） 

目標 指標 現況値（H21） 目標値（H26） 

人々が訪れ、集
い、回遊するまち 

歩行者・自転車通行量 74,635人 
85,800人 

（※H27.4の調査 結果
とする） 

空き店舗数 40店舗 30店舗 

人々が暮らしたく
なるまち 

居住者数 8,341人 8,656人 

○郊外や他都市に対する相対的な商業魅力

が低下、増加傾向にある観光客のまちなか

回遊が不十分 

○都市機能の集積、公共交通の発達にもか

かわらず、魅力や活力の低下により、中心

市街地の居住者数は減少傾向 

・戦国時代：姫路城の城下町として栄え発展の基礎を築く        
・戦後～   ：戦災からの復興、臨海部での工業地帯の形成などにより、      
        播磨地域の中核都市として発展 

【歩行者・自転車通行量〔休日・７地点〕の推移と数値目標】 

目標値 イオン姫路大津ＳＣ開店 

33,298㎡ （Ｈ16） 

イトーヨーカドー広畑店開店 

20,554㎡ （Ｈ12） 

※H20 姫路菓子博開催のため 



中心市街地区域：約210ha 

姫路城 

駅南大路 

ＪＲ姫路駅 

③地下街改修 

人々が訪れ、集い、回遊するまち 

250m 

人々が暮らしたくなるまち 

○空き店舗対策事業の拡充 
 従来からの店舗賃借料補助に加え、
出店時にかかる改装費補助を行う。 

①新駅ビル整備 

⑦(仮称)姫路市立総合教育ｾﾝﾀｰ整備 
 教職員の能力向上や教育課題の研究等
の学校教育改革の拠点として、また特別
な支援が必要な子供や        
保護者のための教育機        
関として、効果的に施        
策展開ができる施設を         
設立し教育環境の充実         
をはかる。 

商店街エリア 

○小中一貫教育推進モデル校の開設 
 白鷺小・中学校として新設。全市域を
対象に児童を募集し、通学に便利な街な
か居住の魅力向上につなげる。 

⑥駅南土地区画整理事業 
 連続立体交差事業に伴
い移設された旧山陽電鉄
用地等を含む土地区画整
理事業によって、可住地
面積を拡大し居住人口の
増加を見込む。 

可住地 

⑤にぎわい交流施設（街の駅）整備 

②キャスティ２１ｴﾝﾄﾗﾝｽｿﾞｰﾝ整備 
 現駅ビル跡地等を活用      
し、駅前広場を2.5倍に      
拡大、ゆとりある開放的      
な空間として地下広場      
（ｻﾝｸﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ）を整備。 

④西二階町ｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙ活用 
 商店街内の空き店舗をｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙと
して改修し、地域寄席の定期開催、地
元農家による野菜市等を実施し、商店
街の活性化に結び付ける。 

 現商工会議所の建        
替にあわせ地場産品                                                             
の販売やイベント情        
報スペース等の機能                                     
を追加し新たな賑        わ
い交流拠点とする。 

 駅から街なかへ導く地下動線の
「要」として、バリア       
フリーや美装化の機能       
強化、店舗リニューア       
ル等の再整備による        
魅力向上をはかる。 

 現駅ビルを姫路の玄関口にふさ  
わしい魅力を備えた集客施設とし
て元位置より鉄道寄りに移転建替
する。ビル地下フロアは②地下広
場③地下街との一体化をはかる。 

姫路駅前広場・地下エリアの一体整備 

⑤  

④ 

大手前通り 

①～③ 

現状建替前 

姫路城 

Ｎ 

 ＪＲ山陽本線等の連続立体交差事業を契機と
して、駅前を潤いのあふれる憩いとにぎわいの
空間に整備し、新駅ビル地下階～地下広場～
地下街⇒大手前通り・商店街エリアへと人々を駅

から街なかへ楽しませながら誘導していく。     
①～③の事業連携 

⑦ ｻﾝｸﾝｶﾞｰﾃﾞﾝイメージ 

駅前全体イメージ 

地下動線計画（案） 

ｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙイメージ 

新駅ビル 

⑥ 

自転車利用
環境整備 

連続立体交差
事業に伴う環
状道路の整備 

総合教育ｾﾝﾀｰｲﾒｰｼﾞ 

連立交差 

姫路市中心市街地活性化基本計画の事業概要 
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